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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持基板上に、異なる波長の光で発色と消色が可能なフォトクロミック化合物を個別に
含んだ発色色相の違う３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）が積層され、発色状態にお
ける該感光層（Ｂ）に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端波長は感光層（Ａ）より
長波長側であり、該感光層（Ｃ）に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端波長は感光
層（Ｂ）より長波長側であるとともに、前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の少
なくとも一種類は、該フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こして該フォトクロ
ミック化合物の吸収端波長を変化させる化合物が含有されており、外部刺激により消色状
態における吸収端波長が変化し、各感光層の消色状態における吸収端波長の分離を大きく
することを特徴とする可逆画像記録媒体。
【請求項２】
　前記フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こして、該フォトクロミック化合物
の吸収端波長を変化させる化合物は長鎖アルキル化合物であることを特徴とする請求項１
に記載の可逆画像記録媒体。
【請求項３】
　前記外部刺激は熱的刺激であることを特徴とする請求項１または２に記載の可逆画像記
録媒体。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の可逆画像記録媒体の消色状態に対して下記工程（１）
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～（６）を順次施すことを特徴とする可逆画像記録方法。
　工程（１）：外部刺激を与えることにより前記少なくとも一種類の感光層の消色状態に
おける吸収端波長を変化させる。
　工程（２）：消色状態における感光層（Ａ）が吸収する波長の光を感光層（Ａ）に記録
する画像パターンに応じて所望の領域に照射する。
　工程（３）：発色状態における感光層（Ａ）の吸収端波長以上であり、かつ発色状態に
おける感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）が吸収する波長の光を前記可逆画像記録媒体全面
に照射する。
　工程（４）：消色状態における感光層（Ａ）の吸収端波長以上であり、かつ消色状態に
おける感光層（Ｂ）が吸収する波長の光を感光層（Ｂ）に記録する画像パターンに応じて
所望の領域に照射する。
　工程（５）：発色状態における感光層（Ｂ）の吸収端波長以上であり、かつ発色状態に
おける感光層（Ｃ）が吸収する波長の光を前記可逆画像記録媒体全面に照射する。
　工程（６）：消色状態における感光層（Ｂ）の吸収端波長以上であり、かつ消色状態に
おける感光層（Ｃ）が吸収する波長の光を感光層（Ｃ）に記録する画像パターンに応じて
所望の領域に照射する。
【請求項５】
　前記消色状態の可逆画像記録媒体に対して、感光層（Ａ）、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ
）が吸収する波長の光を所望の領域に照射することにより全ての感光層を部分的に発色さ
せる工程を施すことを特徴とする請求項４に記載の可逆画像記録方法。
【請求項６】
　前記工程（１）の前工程として白色光を画像記録部全面に照射する工程を含むことを特
徴とする請求項４または５に記載の可逆画像記録方法。
【請求項７】
　支持基板上に、異なる波長の光で発色と消色が可能なフォトクロミック化合物を個別に
含んだ発色色相の違う３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）がそれぞれ紫外線吸収層（
Ｄ）、（Ｅ）を介在して積層され、発色状態における該感光層（Ｂ）に含まれるフォトク
ロミック化合物の吸収端波長は感光層（Ａ）より長波長側であり、該感光層（Ｃ）に含ま
れるフォトクロミック化合物の吸収端波長は感光層（Ｂ）より長波長側であるとともに、
前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の少なくとも一種類は外部刺激により消色状
態における吸収端波長が変化し、各感光層の消色状態における吸収端波長の分離を大きく
することを特徴とする可逆画像記録媒体。
【請求項８】
　前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の少なくとも一種類を外部刺激により消色
状態における吸収端波長を変化した後の状態において、感光層（Ａ）は最も短波長側、感
光層（Ｂ）は感光層（Ａ）より長波長側、感光層（Ｃ）は感光層（Ｂ）より長波長側、紫
外線吸収層（Ｄ）は感光層（Ａ）と感光層（Ｂ）との間、紫外線吸収層（Ｅ）は感光層（
Ｂ）と感光層（Ｃ）との間にそれぞれ消色状態の吸収端波長があり、支持基板に近い側か
ら感光層（Ｃ）、紫外線吸収層（Ｅ）、感光層（Ｂ）、紫外線吸収層（Ｄ）、感光層（Ａ
）の順に積層されていることを特徴とする請求項７に記載の可逆画像記録媒体。
【請求項９】
　前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の発色状態における極大吸収波長はそれぞ
れ、感光層（Ａ）：４００ｎｍ以上、５００ｎｍ未満、感光層（Ｂ）：５００ｎｍ以上、
６００ｎｍ未満、感光層（Ｃ）：６００ｎｍ、以上７００ｎｍ未満の範囲であることを特
徴とする請求項７または８に記載の可逆画像記録媒体。
【請求項１０】
　前記外部刺激により消色状態における吸収端波長が変化する少なくとも一種類の感光層
には、フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こして、該フォトクロミック化合物
の吸収端波長を変化させる化合物が含まれていることを特徴とする請求項７～９のいずれ
かに記載の可逆画像記録媒体。
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【請求項１１】
　前記フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こして、該フォトクロミック化合物
の吸収端波長を変化させる化合物は長鎖アルキル化合物であることを特徴とする請求項１
０に記載の可逆画像記録媒体。
【請求項１２】
　前記外部刺激は熱的刺激であることを特徴とする請求項７～１１のいずれかに記載の可
逆画像記録媒体。
【請求項１３】
　前記積層された感光層の表面表面に保護層を形成したことを特徴とする請求項７～１２
のいずれかに記載の可逆画像記録媒体。
【請求項１４】
　請求項７～１３のいずれかに記載の可逆画像記録媒体の消色状態に対して下記工程（１
）～（４）を順次施すことを特徴とする可逆画像記録方法。
　工程（１）：外部刺激を与えることにより前記少なくとも一種類の感光層の消色状態に
おける吸収端波長を変化させる。
　工程（２）：消色状態における感光層（Ａ）が吸収する波長の光を感光層（Ａ）に記録
する画像パターンに応じて所望の領域に照射する。
　工程（３）：紫外線吸収層（Ｄ）の吸収端波長以上であり、かつ消色状態における感光
層（Ｂ）が吸収する波長の光を感光層（Ｂ）に記録する画像パターンに応じて所望の領域
に照射する。
　工程（４）：紫外線吸収層（Ｅ）の吸収端波長以上であり、かつ消色状態における感光
層（Ｃ）が吸収する波長の光を感光層（Ｃ）に記録する画像パターンに応じて所望の領域
に照射する。
【請求項１５】
　前記工程（１）の前工程として白色光を画像記録部全面に照射する工程を含むことを特
徴とする請求項１４に記載の可逆画像記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像の記録・消去が可能な可逆画像記録媒体およびその画像記録方法に関し、
詳しくは光照射によりカラー情報の書込み及び消去が繰り返しでき、リライタブルメディ
アやデジタルペーパーとして使用できる可逆画像記録媒体およびその画像記録方法に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
オフィスにおける紙の消費の増大にともない、紙に替わるメディアとして画像の記録・消
去が繰り返しできる可逆画像表示媒体に関する研究が注目されている。この中で、多色画
像の書き換えが可能であるカラー可逆画像表示媒体に関していくつかの報告がなされてい
る。
【０００３】
例えば、中分子コレステリック液晶化合物（分子量が２０００以下でガラス転移温度が３
５℃度以上のコレステリック液晶化合物またはその混合物）は、螺旋状分子配列に起因し
た選択反射色を示すため、この性質を利用して加熱温度に応じて様々な色を発現させる方
法が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。中分子コレステリック液晶化合物は
、いわゆるコレステリック液晶状態を急冷することにより、その反射色を常温で長期間保
存でき、更に液晶状態に戻せば繰り返し記録することができる。
【０００４】
しかし、中分子コレステリック液晶化合物の場合、白反射率が低いこと、表示色の濃度が
低いなどに難点がある。一方、カラー可逆画像表示として光の吸収によって色を表示する
フォトクロミック化合物を用いる方法（例えば、特許文献２、特許文献３参照。）が知ら
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れており、光の選択反射によって色を表示する中分子コレステリック液晶化合物を用いる
方式に比べ白反射率が高いことや、表示色の濃度が高いなど画像表示特性として優れた特
徴がある。
【０００５】
特許文献２では、イエロー、マゼンタ、シアンを発色する３種類のフォトクロミック性フ
ルギド化合物を用いてカラー画像表示を行う、いわゆるカラー可逆画像表示媒体が開示さ
れている。このカラー可逆画像表示媒体では、発色状態でイエロー、マゼンタ、シアンを
示す３種類のフォトクロミック性フルギド化合物の混合体に対して、波長３６６ｎｍの紫
外ランプを用いて紫外光を照射し、全種類のフォトクロミック化合物を発色させた後に、
発色した各々のフォトクロミック化合物の極大吸収波長に対応した波長域の可視光を照射
して選択的に消色する方法が提案されている。
【０００６】
しかし、上記方法による場合、特定の種類のフォトクロミック化合物を選択的に消去する
過程に課題が残る。すなわち、一般的にフォトクロミック化合物の吸収波長帯はブロード
であり、３種類のフォトクロミック化合物は吸収帯に重なりを有する場合が多い。従って
、例えばマゼンタ発色化合物を消色させるためにマゼンタ発色化合物が消色反応を起こす
波長の光を照射すると、イエロー発色化合物やシアン発色化合物も少なからず同時に消色
してしまい、色調を制御することが難しい。
【０００７】
また、特許文献３では、吸収波長域の異なる３種類のフォトクロミック性ジアリールエテ
ン化合物からなる組成物に３種の異なる紫外光を照射してマルチカラー表示を行い画像表
示をする方法が開示されている。この方法では、２５４ｎｍの紫外光で黄橙色、３１３ｎ
ｍの紫外光で赤色、３６５ｎｍの紫外光で青紫色を発色するフォトクロミック性ジアリー
ルエテン化合物が３種類混合されて用いられている。
【０００８】
しかし、上記方法による場合、特定の種類のフォトクロミック化合物を選択的に発色させ
る過程に課題が残る。すなわち、一般的にフォトクロミック化合物の消色状態の吸収端波
長は多くの化合物が近い値（４００ｎｍ程度）を示すため、照射する紫外線波長領域を変
えるだけで特定のフォトクロミック化合物のみを発色させることは難しい。また、吸収端
波長よりも短い波長の光に対しては、どの波長の光に対しても光照射によって発色してし
まうため、例えば３６５ｎｍの紫外光で発色するフォトクロミック化合物は、３１３ｎｍ
の紫外光でも２５４ｎｍの紫外光でも発色してしまうという問題がある。
【０００９】
【特許文献１】
特開平１１－２４０２７号公報
【特許文献２】
特開平７－１９９４０１号公報
【特許文献３】
特開平５－２７１６４９号公報
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記のような従来技術状況および問題点に鑑みてなされたもので、その目的は
光照射によりカラー情報の書込み、および消去が繰り返しでき、リライタブルメディアや
デジタルペーパーとして使用できる色調制御が容易な可逆画像記録媒体とその画像記録方
法を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記課題について鋭意検討した結果、下記第１の手段と第２の手段により課題を解決でき
ることを見出し本発明に至った。
すなわち、本発明に係る第１の手段は、支持基板上に、異なる波長の光で発色と消色が可
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能であり、発色状態の吸収端波長が可視域にあるフォトクロミック化合物を個別に含んだ
発色色相の違う３種類の感光層（積層構成）の少なくとも一種類は外部刺激により消色状
態における吸収端波長が変化し、各感光層の消色状態における吸収端波長の分離（間隔）
を大きくするようにしたことにより、色調制御を容易とすることを可能とした。
また、本発明に係る第２の手段は、第１の手段におけるフォトクロミック化合物を個別に
含んだ発色色相の違う３種類の感光層の各感光層間にそれぞれ紫外線吸収層を介在させて
積層したことにより、更に色調制御を容易とするとともに、記録工程を簡便化することを
可能とした。以下、本発明について具体的に説明する。
【００１２】
　本発明は、支持基板上に、異なる波長の光で発色と消色が可能なフォトクロミック化合
物を個別に含んだ発色色相の違う３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）が積層され、発
色状態における該感光層（Ｂ）に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端波長は感光層
（Ａ）より長波長側であり、該感光層（Ｃ）に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端
波長は感光層（Ｂ）より長波長側であるとともに、前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、
（Ｃ）の少なくとも一種類は外部刺激により消色状態における吸収端波長が変化し、各感
光層の消色状態における吸収端波長の分離を大きくする可逆画像記録媒体である。
【００１３】
　上記の可逆画像記録媒体においては、前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の少
なくとも一種類を外部刺激により消色状態における吸収端波長を変化した後の状態におい
て、消色状態の吸収端波長が短波長側から感光層（Ａ）、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）の
順序であることが好ましい。
【００１４】
　上記の可逆画像記録媒体によれば、上記３種類の感光層の内、少なくとも１種類の感光
層は消色状態における吸収端波長が外部刺激により可逆的に変化するようにしたことで、
各３種類の感光層の吸収端波長を分離、すなわち間隔を大きくさせることができる。これ
により、３種類の光（紫外光）で選択的に感光層を発色させることができ、色調制御が容
易となる。その結果、紫外光によるカラー情報の書込みおよび可視光による消去を繰り返
し可能とすることができる。
【００１５】
　また、上記の可逆画像記録媒体は、前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の発色
状態における極大吸収波長はそれぞれ、感光層（Ａ）：４００ｎｍ以上、５００ｎｍ未満
、感光層（Ｂ）：５００ｎｍ以上、６００ｎｍ未満、感光層（Ｃ）：６００ｎｍ以上、７
００ｎｍ未満の範囲であることが好ましい。
【００１６】
　この構成によれば、３種類の感光層に含まれるフォトクロミック化合物の発色状態にお
ける極大吸収波長がそれぞれ３原色の一つを示すことにより、フルカラー画像の記録を可
能とすることができる。
【００１７】
　請求項１の発明は、支持基板上に、異なる波長の光で発色と消色が可能なフォトクロミ
ック化合物を個別に含んだ発色色相の違う３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）が積層
され、発色状態における該感光層（Ｂ）に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端波長
は感光層（Ａ）より長波長側であり、該感光層（Ｃ）に含まれるフォトクロミック化合物
の吸収端波長は感光層（Ｂ）より長波長側であるとともに、前記３種類の感光層（Ａ）、
（Ｂ）、（Ｃ）の少なくとも一種類は、該フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起
こして該フォトクロミック化合物の吸収端波長を変化させる化合物が含有されており、外
部刺激により消色状態における吸収端波長が変化し、各感光層の消色状態における吸収端
波長の分離を大きくすることを特徴とする可逆画像記録媒体である。
【００１８】
　請求項１の構成によれば、上記３種類の感光層の内、少なくとも１種類の感光層は消色
状態における吸収端波長が外部刺激により可逆的に変化するようにしたことで、各３種類
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の感光層の吸収端波長を分離、すなわち間隔を大きくさせることができる。これにより、
３種類の光（紫外光）で選択的に感光層を発色させることができ、色調制御が容易となる
。その結果、紫外光によるカラー情報の書込みおよび可視光による消去を繰り返し可能と
することができる。さらに、フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こして該フォ
トクロミック化合物の吸収端波長を変化させる化合物が含有されていることから、外部刺
激による化学的相互作用によって、フォトクロミック化合物の吸収端波長を可逆的に変化
させることができるため、既存のフォトクロミック化合物を適宜選択して用いることがで
きる。このため、新たに目的とする化合物（複雑な構造）を開発する必要はなく安価に可
逆画像記録媒体の提供を可能とすることができる。
【００１９】
　請求項２の発明は、前記フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こして、該フォ
トクロミック化合物の吸収端波長を変化させる化合物は長鎖アルキル化合物であることを
特徴とする請求項１に記載の可逆画像記録媒体である。
【００２０】
　請求項２の構成によれば、フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こす化合物を
長鎖アルキル化合物とすることで、吸収端波長の大きな変化を起こすことができる。これ
により、３種類の感光層における吸収端波長の分離が大きくなって、色調制御を容易に行
うことを可能とすることができる。
【００２１】
　請求項３の発明は、前記外部刺激は熱的刺激であることを特徴とする請求項１または２
に記載の可逆画像記録媒体である。
【００２２】
　請求項３の構成によれば、外部刺激を熱的刺激とすることにより、ヒートローラーなど
安価で簡易な手段（部品等）でフォトクロミック化合物の吸収端波長を変化させることが
できる。
【００２３】
　上記の請求項１～３の可逆画像記録媒体においては、前記積層された感光層の表面に保
護層を形成することが好ましい。
【００２４】
　この構成によれば、感光層の表面に保護層を設けることで紫外光照射による感光層の劣
化を防ぐことができる。これにより、可逆画像記録媒体の耐久性が向上し、多数回の繰り
返し書き換えを可能とすることができる。
【００２５】
　請求項４の発明は、請求項１～３のいずれかに記載の可逆画像記録媒体の消色状態に対
して下記工程（１）～（６）を順次施すことを特徴とする可逆画像記録方法である。
　工程（１）：外部刺激を与えることにより前記少なくとも一種類の感光層の消色状態に
おける吸収端波長を変化させる。
　工程（２）：消色状態における感光層（Ａ）が吸収する波長の光を感光層（Ａ）に記録
する画像パターンに応じて所望の領域に照射する。
　工程（３）：発色状態における感光層（Ａ）の吸収端波長以上であり、かつ発色状態に
おける感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）が吸収する波長の光を前記可逆画像記録媒体全面
に照射する。
　工程（４）：消色状態における感光層（Ａ）の吸収端波長以上であり、かつ消色状態に
おける感光層（Ｂ）が吸収する波長の光を感光層（Ｂ）に記録する画像パターンに応じて
所望の領域に照射する。
　工程（５）：発色状態における感光層（Ｂ）の吸収端波長以上であり、かつ発色状態に
おける感光層（Ｃ）が吸収する波長の光を前記可逆画像記録媒体全面に照射する。
　工程（６）：消色状態における感光層（Ｂ）の吸収端波長以上であり、かつ消色状態に
おける感光層（Ｃ）が吸収する波長の光を感光層（Ｃ）に記録する画像パターンに応じて
所望の領域に照射する。
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【００２６】
　請求項４の画像記録方法によれば、外部刺激により可逆的に各３種類の感光層の吸収端
波長を分離させることができ、３種類の光（紫外光）で選択的に色調制御を容易にして感
光層を発色させる。そして各工程を順次施すことによって所望のカラー画像が形成される
。更に、紫外光によるカラー情報の書込みおよび可視光による消去は繰り返し可能である
。
【００２７】
　請求項５の発明は、前記消色状態の可逆画像記録媒体に対して、感光層（Ａ）、感光層
（Ｂ）、感光層（Ｃ）が吸収する波長の光を所望の領域に照射することにより全ての感光
層を部分的に発色させる工程を施すことを特徴とする請求項４に記載の可逆画像記録方法
である。
【００２８】
　請求項５の画像記録方法によれば、１回の紫外光照射を行うだけで黒色画像が形成でき
る。従って、高速かつ低消費電力で白黒画像の形成を可能とする。
【００２９】
　請求項６の発明は、前記工程（１）の前工程として白色光を画像記録部全面に照射する
工程を含むことを特徴とする請求項４または５に記載の可逆画像記録方法である。
【００３０】
　請求項６の画像記録方法によれば、白色光光源を表示部全面に照射する工程を加えるこ
とにより、表示画像の全消去ができる。これによって、画像の書き換えを可能とする。
【００３１】
　請求項７の発明は、支持基板上に、異なる波長の光で発色と消色が可能なフォトクロミ
ック化合物を個別に含んだ発色色相の違う３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）がそれ
ぞれ紫外線吸収層（Ｄ）、（Ｅ）を介在して積層され、発色状態における該感光層（Ｂ）
に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端波長は感光層（Ａ）より長波長側であり、該
感光層（Ｃ）に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端波長は感光層（Ｂ）より長波長
側であるとともに、前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の少なくとも一種類は外
部刺激により消色状態における吸収端波長が変化し、各感光層の消色状態における吸収端
波長の分離を大きくすることを特徴とする可逆画像記録媒体である。
【００３２】
　請求項８の発明は、前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の少なくとも一種類を
外部刺激により消色状態における吸収端波長を変化した後の状態において、感光層（Ａ）
は最も短波長側、感光層（Ｂ）は感光層（Ａ）より長波長側、感光層（Ｃ）は感光層（Ｂ
）より長波長側、紫外線吸収層（Ｄ）は感光層（Ａ）と感光層（Ｂ）との間、紫外線吸収
層（Ｅ）は感光層（Ｂ）と感光層（Ｃ）との間にそれぞれ消色状態の吸収端波長があり、
支持基板に近い側から感光層（Ｃ）、紫外線吸収層（Ｅ）、感光層（Ｂ）、紫外線吸収層
（Ｄ）、感光層（Ａ）の順に積層されていることを特徴とする請求項７に記載の可逆画像
記録媒体である。
【００３３】
請求項７および８の構成によれば、各３種類の感光層の吸収端波長を分離、すなわち間隔
を大きくさせることができる。これにより、３種類の光（紫外光）で選択的に感光層を発
色させることができ、また３種類の各感光層間に紫外線吸収層を設けたことにより、各紫
外光照射時における他の感光層への影響を回避することが可能となり色調制御が容易とな
る。その結果、紫外光によるカラー情報の書込みおよび可視光による消去を繰り返し可能
とする。
【００３４】
　請求項９の発明は、前記３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の発色状態における極
大吸収波長はそれぞれ、感光層（Ａ）：４００ｎｍ以上、５００ｎｍ未満、感光層（Ｂ）
：５００ｎｍ以上、６００ｎｍ未満、感光層（Ｃ）：６００ｎｍ、以上７００ｎｍ未満の
範囲であることを特徴とする請求項７または８に記載の可逆画像記録媒体である。
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【００３５】
　請求項９の構成によれば、３種類の感光層に含まれるフォトクロミック化合物の発色状
態における極大吸収波長がそれぞれ３原色の一つを示すことにより、フルカラー画像の記
録を可能とする。
【００３６】
　請求項１０の発明は、前記外部刺激により消色状態における吸収端波長が変化する少な
くとも一種類の感光層には、フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こして、該フ
ォトクロミック化合物の吸収端波長を変化させる化合物が含まれていることを特徴とする
請求項７～９のいずれかに記載の可逆画像記録媒体である。
【００３７】
　請求項１０の構成によれば、請求項１と同様に外部刺激による化学的相互作用によって
、フォトクロミック化合物の吸収端波長を可逆的に変化させることができるため、既存の
フォトクロミック化合物を適宜選択して用いることができる。このため、新たに目的とす
る化合物（複雑な構造）を開発する必要はなく安価に可逆画像記録媒体を提供することを
可能とする。これは画像形成装置に対しても好ましい。
【００３８】
　請求項１１の発明は、前記フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こして、該フ
ォトクロミック化合物の吸収端波長を変化させる化合物は長鎖アルキル化合物であること
を特徴とする請求項１０に記載の可逆画像記録媒体である。
【００３９】
　請求項１１の構成によれば、請求項２と同様にフォトクロミック化合物と化学的相互作
用を起こす化合物を長鎖アルキル化合物とすることで、吸収端波長の大きな変化を起こす
ことができる。これにより、３種類の感光層における吸収端波長の分離が大きくなって、
色制御を容易に行うことを可能とする。
【００４０】
　請求項１２の発明は、前記外部刺激は熱的刺激であることを特徴とする請求項７～１１
のいずれかに記載の可逆画像記録媒体である。
【００４１】
　請求項１２の構成によれば、請求項６と同様に外部刺激を熱的刺激とすることにより、
ヒートローラーなど安価で簡易な手段（部品等）で刺激を与えることができ、フォトクロ
ミック化合物の吸収端波長を変化させることを可能とする。
【００４２】
　請求項１３の発明は、前記積層された感光層の表面表面に保護層を形成したことを特徴
とする請求項７～１２のいずれかに記載の可逆画像記録媒体である。
【００４３】
　請求項１３の構成によれば、感光層の表面に保護層を設けることで紫外光照射による感
光層の劣化を防ぐことができる。このことにより、可逆画像記録媒体の耐久性が向上し、
多数回の繰り返し書き換えを可能とする。
【００４４】
　請求項１４の発明は、請求項７～１３のいずれかに記載の可逆画像記録媒体の消色状態
に対して下記工程（１）～（４）を順次施すことを特徴とする可逆画像記録方法である。
　工程（１）：外部刺激を与えることにより前記少なくとも一種類の感光層の消色状態に
おける吸収端波長を変化させる。
　工程（２）：消色状態における感光層（Ａ）が吸収する波長の光を感光層（Ａ）に記録
する画像パターンに応じて所望の領域に照射する。
　工程（３）：紫外線吸収層（Ｄ）の吸収端波長以上であり、かつ消色状態における感光
層（Ｂ）が吸収する波長の光を感光層（Ｂ）に記録する画像パターンに応じて所望の領域
に照射する。
　工程（４）：紫外線吸収層（Ｅ）の吸収端波長以上であり、かつ消色状態における感光
層（Ｃ）が吸収する波長の光を感光層（Ｃ）に記録する画像パターンに応じて所望の領域
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に照射する。
【００４５】
　請求項１４の画像記録方法によれば、３種類の各感光層間に紫外線吸収層を設けたこと
により、各紫外光照射時における他の感光層への感光の影響を回避することが可能となり
、可視光による消去工程を必要とせずにカラー情報の書込みを可能とする。更に、紫外光
によるカラー情報の書込みおよび可視光による消去を繰り返し可能とする。
【００４６】
　請求項１５の発明は、前記工程（１）の前工程として白色光を画像記録部全面に照射す
る工程を含むことを特徴とする請求項１４に記載の可逆画像記録方法である。
【００４７】
　請求項１５の画像記録方法によれば、白色光光源を表示部全面に照射する工程を加える
ことにより、表示画像の全消去ができる。これによって、画像の書き換えを可能とする。
【００４８】
【発明の実施の形態】
前記のように、第１の手段および第２の手段による本発明の可逆画像記録媒体とその記録
方法は、支持基板上に異なる波長の光で発色と消色が可能なフォトクロミック化合物を個
別に含んだ発色色相の違う３種類の感光層（第２の手段では各感光層間に紫外線吸収層介
在させる）を積層し、少なくとも一種類の感光層は外部刺激により消色状態における吸収
端波長を変化するようにしたことによって実現される。すなわち、外部刺激により消色状
態における吸収端波長が変化し、各感光層の消色状態における吸収端波長の分離を大きく
することで色調制御を容易にすることを可能とする。また、第２の手段における可逆画像
記録媒体の３種類の感光層間に紫外線吸収層を介在させたことにより、色調制御を容易に
するとともに、更に記録工程を簡便化することを可能とする。
【００４９】
本発明になる第１の手段における記録層、および第２の手段における記録層は、前述のよ
うに以下のように構成されている。
すなわち、第１の手段における３種類の感光層（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）に含まれるそれぞ
れのフォトクロミック化合物は、異なる波長の光（紫外光および可視光）で発色と消色が
可能であり、感光層（Ｂ）に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端波長は感光層（Ａ
）より長波長側であり、該感光層（Ｃ）に含まれるフォトクロミック化合物の吸収端波長
は感光層（Ｂ）より長波長側であり、少なくとも一種類を外部刺激により消色状態におけ
る吸収端波長を変化した後の状態において、消色状態の吸収端波長が短波長側から感光層
（Ａ）、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）の順序であることが必要であるが、これら各層の感
光層における積層順は任意である。
一方、第２の手段における３種類の感光層は、消色状態における吸収端が短波長側にある
方から順に、感光層（Ａ）、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）とし、支持基板に近い側から感
光層（Ｃ）、感光層（Ｂ）、感光層（Ａ）の順に積層することが必要である。そして、感
光層（Ａ）の消色状態における吸収端波長と感光層（Ｂ）の消色状態における吸収端波長
との間に吸収端波長が存在する紫外線吸収層（Ｄ）を感光層（Ａ）と感光層（Ｂ）との間
に積層し、更に感光層（Ｂ）の消色状態における吸収端波長と感光層（Ｃ）の消色状態に
おける吸収端波長との間に吸収端波長が存在する紫外線吸収層（Ｅ）を感光層（Ｂ）と感
光層（Ｃ）との間に積層する構造である。
上記により、色調制御が容易となって３種類の光（紫外光）で選択的に感光層を発色させ
ることが可能となる。
【００５０】
本発明の上記可逆画像記録媒体の記録方法に関して、図を参考にして以下に説明する。な
お、上記のように本発明の可逆画像記録媒体が有する各層の発色および消色は、異なる波
長の光、いわゆる発色させるための波長の光（紫外光）と消色させるための波長の光（可
視光）によって行われる。また、前記異なる波長の光の照射光源としてレーザーを用いる
ことができる。照射光源としてレーザーを用いることで高解像度の画像記録が可能となる
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。
第１の手段である本発明の可逆画像記録媒体の記録方法における３種類の感光層に対して
画像形成を行う手順の一般的な考え方（画像形成未達成）について、まず図１の模式図（
発色状態と消色状態とにおいて各感光層が有する吸収スペクトルを表す）を参照しながら
説明する。
【００５１】
すなわち、一般的に想定される方法としては、図１に示すように、異なる３種類の波長の
光（紫外光）を照射することで各感光層を個別に発色させるものである。例えば、紫外光
Ｌ１、紫外光Ｌ２、紫外光Ｌ３により、３種類の感光層、それぞれ感光層（Ａ）、感光層
（Ｂ）、感光層（Ｃ）に対して画像を形成することである。このときの光源の波長条件と
しては、紫外光Ｌ１は感光層（Ａ）の吸収端波長λ１より短波長になくてはならない。ま
た、紫外光Ｌ２は感光層（Ａ）の吸収端波長λ１と感光層（Ｂ）の吸収端波長λ２の間、
紫外光Ｌ３は感光層（Ｂ）の吸収端波長λ２と感光層（Ｃ）の吸収端波長λ３の間である
必要がある。
【００５２】
しかしながら、上記方法（図１）ではカラー画像を形成することはできない。この理由は
、紫外光Ｌ３は感光層（Ｃ）のみを選択的に発色させることはできるが、紫外光Ｌ２は感
光層（Ｂ）だけではなく感光層（Ｃ）も発色させてしまい、また紫外光Ｌ１はすべての感
光層を発色させてしまうためである。
【００５３】
そこで、本発明の第１の手段における記録方法では、図２の模式図に示すように、更に可
視光Ｌ４および可視光Ｌ５の照射による消色工程を導入する方法を考案し、カラー画像を
記録することを可能にした。以下に詳細を記す。
本発明の画像記録方法では、はじめに可逆画像記録媒体に紫外光Ｌ１をイエローの画像パ
ターンに応じて部分的に照射する。これにより感光層（Ａ）、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ
）の全てが発色する。次に、可視光Ｌ４と可視光Ｌ５を媒体全面に照射する。ここで可視
光Ｌ４は、感光層（Ａ）の発色状態での吸収端波長λ４と感光層（Ｂ）の発色状態での吸
収端波長λ５との間、可視光Ｌ５は、感光層（Ｂ）の発色状態での吸収端波長λ５と感光
層（Ｃ）の発色状態での吸収端波長λ６との間の波長である。この工程で感光層（Ｂ）、
感光層（Ｃ）が再び消色状態に戻る。このＬ４およびＬ５の照射の際、感光層（Ａ）には
吸収帯が存在しないため消色反応を起こさない。そのため、以上の工程により感光層（Ａ
）にイエロー画像が記録される。
【００５４】
次に可逆画像記録媒体に紫外光Ｌ２をマゼンタの画像パターンに応じて部分的に照射する
。紫外光Ｌ２により感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）は発色し、感光層（Ａ）は変化しない。
次に、可視光Ｌ５を媒体全面に照射する。この工程で感光層（Ｃ）が再び消色状態に戻る
。Ｌ５の照射の際、感光層（Ａ）および感光層（Ｂ）には吸収帯が存在しないため消色反
応を起こさない。そのため、以上の工程により感光層（Ｂ）にマゼンタ画像が記録される
。
【００５５】
最後に紫外光Ｌ３をシアンの画像パターンに応じて部分的に照射する。紫外光Ｌ３により
感光層（Ｃ）のみが発色し、感光層（Ａ）、感光層（Ｂ）は変化しない。そのため、感光
層（Ｃ）にシアン画像が記録される。
以上の全工程を実施することによって、感光層（Ａ）、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）に画
像パターンが残り、可逆画像記録媒体に対してフルカラー画像を記録することができる。
【００５６】
なお、第１の手段による可逆画像記録媒体の記録方法は、カラー画像を記録できることを
特徴とするが、使用環境によっては文字情報などの白黒画像のみを記録することが多い場
合もある。本発明の可逆画像記録媒体に対して黒色のみを表示させる場合は、感光層（Ａ
）、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）が全て発色する波長帯の紫外光Ｌ１を照射すればよい。
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本方法を用いることにより、文字情報などの白黒画像のみを記録する場合に記録エネルギ
ーが少なくて済み、また記録速度も速くなる。
【００５７】
また、上記画像記録方法で作成した画像は、白色光を照射することで記録を消去すること
ができる。すなわち、白色光により可視領域の全波長を一度に照射することで発色状態に
ある全てのフォトクロミック化合物が消色状態になるためである。従って、前述した可逆
画像記録方法で記録を行う前工程として白色光を可逆画像記録媒体全面に照射する工程を
設けることで，それまで記録されていた画像を新しい画像に書き換えることが可能になる
。
【００５８】
次に、前記第２の手段である本発明の可逆画像記録媒体の記録方法における３種類の感光
層に対して画像形成を行う手順について、図３の模式図を参照して説明する。
本発明の画像記録方法は、図３の模式図に示すように、紫外光Ｌ１、紫外光Ｌ２および紫
外光Ｌ３により、それぞれ感光層（Ａ）、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）に対して画像を形
成するものである。ここで、紫外光Ｌ１は感光層（Ａ）の吸収端波長λ１より短波長であ
り、紫外光Ｌ２は紫外線吸収層（Ｄ）の吸収端波長と感光層（Ｂ）の吸収端波長λ２との
間、紫外光Ｌ３は紫外線吸収層（Ｅ）の吸収端波長と感光層（Ｃ）の吸収端波長λ３との
間である。
【００５９】
上記関係において紫外光Ｌ１を照射した場合、感光層（Ａ）は発色反応を起こすが、紫外
線吸収層（Ｄ）により遮光されるため感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）は発色反応を起こさな
い。紫外光Ｌ２を照射した場合、感光層（Ｂ）は発色反応を起こすが、紫外線吸収層（Ｅ
）により遮光されるため感光層（Ｃ）は発色反応を起こさない。また、感光層（Ａ）は吸
収帯が存在しないため発色反応を起こさない。更に、紫外光Ｌ３を照射した場合、感光層
（Ｃ）は発色反応を起こすが、感光層（Ｂ）、感光層（Ｃ）は吸収帯が存在しないため発
色反応を起こさない。従って、３種類の紫外光で各々の感光層を選択的に発色させること
ができる。イエロー、マゼンタ、シアンの各画像パターンに応じて各感光層を部分的に照
射すればフルカラー画像を形成できる。このとき各感光層に照射する順序はどの層からで
も構わないのは自明である。
【００６０】
上記画像記録方法で作成した画像は、前記第１の手段におけるのと同様に、白色光を照射
することで記録を消去することができる。すなわち、白色光により可視領域の全波長を一
度に照射することで発色状態の全てのフォトクロミック化合物は消色状態となる。これに
よって、上記記録方法で記録を行う前工程として白色光を可逆画像記録媒体全面に照射す
る工程を設ければ、記録されていた画像は消色するので新しい画像に書き換えることがで
きる。
【００６１】
上記第１の手段および第２の手段による記録方法で画像が記録されるが、カラー画像記録
を行うための課題として、更に可逆画像記録媒体の色調制御を容易にすることが要求され
る。
本画像記録方法のように３種類の紫外光（Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３）により、選択的に各感光層
を発色させるためには、前述の各感光層の消色状態における吸収スペクトルができるだけ
分離され、吸収端波長が離れている必要がある。具体的には、吸収端波長の間隔がそれぞ
れ１０～２０ｎｍ程度あること（例えば、λ１＝３７０ｎｍ、λ２＝３９０ｎｍ、λ３＝
４１０ｎｍなど）が望まれる。しかしながら、既存のフォトクロミック化合物が有する消
色状態における吸収端波長は同じような値（４００ｎｍ程度）を示す場合が多く、吸収端
波長が離れているフォトクロミック化合物を３種類組み合わせることは現実的には難しい
。新規に感光性化合物を開発するとしても、消色状態での吸収端波長の最適化に加えて発
色状態での色調や感度、耐久性などの多くの諸特性も同時に満足させなければならないこ
とから材料開発は困難であると思われる。



(12) JP 4127790 B2 2008.7.30

10

20

30

40

50

【００６２】
そこで、本発明の可逆画像記録媒体の特徴である、「外部刺激により消色状態の吸収端波
長を変化させること」が非常に有用になり、これによって各々のフォトクロミック化合物
の吸収端波長を分離することが可能となる。
すなわち検討の結果、本発明者らは、フォトクロミック化合物に電子受容性化合物を加え
て感光層とした場合、その消色感度が加熱処理の仕方によって可逆的に変化するとともに
、発色状態の極大吸収波長が可逆的に変化するばかりでなく、更に消色状態の吸収端波長
についても加熱処理の仕方によって可逆的に変化することを見出した。このフォトクロミ
ック化合物に電子受容性化合物を加えた感光層を前記３種類の感光層の少なくとも一種類
に適用した場合、外部刺激により消色状態における吸収端波長が変化し、各感光層の消色
状態における吸収端波長の分離を大きくすることが可能となった。
【００６３】
上記消色状態の吸収端波長の変化は大きく、数十ｎｍ以上のシフトが起こる。また、使用
するフォトクロミック化合物と電子受容性化合物との組み合わせによってシフト幅は様々
に変化させることができるため、材料を最適化することにより好ましい吸収端波長を得る
ことができる。
従って、３種類の感光層のうち少なくとも１種類をフォトクロミック化合物及び電子受容
性化合物を含む感光層とし、最初に加熱処理を行うことで消色状態の吸収端波長を変化さ
せることにより、各々の感光層の吸収端波長を分離させることができる。
【００６４】
また、前記３種類の感光層の発色状態における極大吸収波長を、それぞれ４００ｎｍ以上
、５００ｎｍ未満、５００ｎｍ以上、６００ｎｍ未満、６００ｎｍ以上、７００ｎｍ未満
の範囲（各３原色を構成する波長域）とすることにより、フルカラー画像の記録が可能と
なる。
【００６５】
前記フォトクロミック化合物には、発色状態が熱に安定であり、光のみによって色変化を
起こすＰ型材料と、発色状態が熱に不安定であり光だけでなく熱によっても色変化を起こ
すＴ型材料とがあるが、本発明の可逆画像記録媒体の感光層に用いるフォトクロミック化
合物としては、Ｐ型材料を用いることが特に望ましい。このような光のみによって色変化
を起こすＰ型材料の代表的なものとしては、フルギド系化合物あるいはジアリールエテン
系化合物などがある。
フォトクロミック化合物の種類とその発色状態における色は様々であり、用途によって所
望の材料を選択することができる。特に、フルカラー画像を記録したい場合は、３原色で
あるイエロー、マゼンタ、シアンを発色する材料が重要である。
【００６６】
イエロー発色材料としては、例えば「１，２－ビス（２－フェニル－４－トリフルオロメ
チルチアゾール）－３，３，４，４，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテン」、「２，
３－ジ（２－メチルベンゾチエニル）マレイン酸ジメチル」、「１，２－ビス（５－エト
キシ－２－メチルチアゾ－ル）－３，３，４，４，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテ
ン」、「２－［１－（３，５－ジメチル－４－イソオキサゾリル）エチリデン］－３－イ
ソプロピリデンコハク酸無水物」、「２－［１－（５－メチル－２－フェニル－４－オキ
サゾリル）エチリデン］－３－イソプロピリデンコハク酸無水物」、「２－［１－（２－
フェニル－５－メチル－４－オキサゾリル）ステアリリデン］－３－イソプロピリデンコ
ハク酸無水物」などが挙げられる。
【００６７】
また、マゼンタ発色材料としては、例えば「１，２－ビス（３－（２－メチル－６－（２
－（４－メトキシフェニル）エチニル）ベンゾチエニル））－３，３，４，４，５，５－
ヘキサフルオロシクロペンテン」、「１，２－ビス（５－メチル－２－フェニルチアゾ－
ル）－３，３，４，４，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテン」、「１－（１，２－ジ
メチル－３－インドリル）－２－（２－メチル－３－ベンゾチエニル）－３，３，４，４
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，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテン」、「２－［１－（２，５－ジメチル－１－フ
ェニルピラゾリル）エチリデン］－３－イソプロピリデンコハク酸無水物」、「２－［１
－（３－メトキシ－５－メチル－１－フェニル－４－ピラゾリル）エチリデン］－３－イ
ソプロピリデンコハク酸無水物」、「２－［１－（２－メチル－５－スチリル－３－チエ
ニル）エチリデン］－３－イソプロピリデンコハク酸無水物」などが挙げられる。
【００６８】
また、シアン発色材料としては、例えば「１－（５－メトキシ－１，２－ジメチル－３－
インドリル）－２－（５－シアノ－２，４－ジメチル－３－チエニル）－３，３，４，４
，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテン」、「１－（５－メトキシ－１，２－ジメチル
－３－インドリル）－２－（６－カルボキシル－２－メチル－３－ベンゾチエニル）－３
，３，４，４，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテン」、「１－（６－シアノ－２－メ
チル－３－ベンゾチエニル）－２－（５－メトキシ－１，２－ジメチル－３－インドリル
）－３，３，４，４，５，５－ヘキサフルオロシクロペンテン」、「２－［１－（１，２
，５－トリメチル－３－ピロリル）エチリデン］－３－イソプロピリデンコハク酸無水物
」、「２－［２，６－ジメチル－３，５－ビス（ｐ－ジメチルアミノスチリル）ベンジリ
デン］－３－イソプロピリデンコハク酸無水物」などが挙げられる。
【００６９】
更に、感光層内のフォトクロミック化合物は、アクリル系樹脂、塩化ビニル樹脂、ポリエ
ステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリオレフィン系樹脂あるいはウレタン樹脂等の樹脂
に分散されていてもよいし、マイクロカプセル中に封入されていてもよい。
【００７０】
前記のようにフォトクロミック化合物に電子受容性化合物を加えることによって吸収端波
長を変化させることが実現できるが、このような化合物として長鎖アルキル化合物が有用
である。長鎖アルキル化合物を用いることによって、フォトクロミック化合物と化学的相
互作用を起こして、該フォトクロミック化合物の吸収端波長の大きな変化を起こすことが
できる。これにより、３種類の感光層における吸収端波長の分離が大きくなって、色調制
御が容易に行うことができる。
【００７１】
上記長鎖アルキル化合物としては、フルギド系化合物の芳香環部位と相互作用して芳香環
部位の電子的性状に変化を与えうる構造を有する化合物であり、例えば、ホスホン酸化合
物、カルボン酸化合物、フェノール化合物が挙げられ、電子受容性化合物の分子間の凝集
力をコントロールするための構造として、炭素数１２以上の脂肪族鎖状構造を併せ持つ化
合物が好ましい。なお、脂肪族基は、直鎖状または分枝状のアルキル基、アルケニル基が
包含され、ハロゲン、アルコキシ基、エステル基等の置換基を有していてもよい。
【００７２】
上記長鎖アルキル化合物の具体例としては、以下の化合物が挙げられる。
例えば、
ホスホン酸化合物としては、下記一般式（１）で表わされる化合物が用いられる。
【００７３】
【化１】
Ｒ１－ＰＯ（ＯＨ）２　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
【００７４】
（ただし、Ｒ１は炭素数１２以上の脂肪族基を表わす）
一般式（１）で表わされる有機リン酸化合物の具体例としては、たとえば以下のものが挙
げられる。ドデシルホスホン酸、テトラデシルホスホン酸、ヘキサデシルホスホン酸、オ
クタデシルホスホン酸、エイコシルホスホン酸、ドコシルホスホン酸、テトラコシルホス
ホン酸、ヘキサコシルホスホン酸、オクタコシルホスホン酸等。
【００７５】
脂肪族カルボン酸化合物としては、下記一般式（２）で表わされるα－ヒドロキシ脂肪族
カルボン酸化合物が用いられる。
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【００７６】
【化２】
Ｒ２－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＯＯＨ　　　　　　　　　　　　　（２）
【００７７】
（ただし、Ｒ２は炭素数１２以上の脂肪族基を表わす）
一般式（２）で表わされるα－ヒドロキシ脂肪族カルボン酸化合物としては、たとえば以
下のものが挙げられる。α－ヒドロキシドデカン酸、α－ヒドロキシテトラデカン酸、α
－ヒドロキシヘキサデカン酸、α－ヒドロキシオクタデカン酸、α－ヒドロキシペンタデ
カン酸、α－ヒドロキシエイコサン酸、α－ヒドロキシドコサン酸、α－ヒドロキシテト
ラコサン酸、α－ヒドロキシヘキサコサン酸、α－ヒドロキシオクタコサン酸等。
【００７８】
脂肪族カルボン酸化合物としては、ハロゲン元素で置換された炭素数１２以上の脂肪族基
を持つ脂肪族カルボン酸化合物で、その少なくともα位またはβ位の炭素にハロゲン元素
を持つものが用いられる。このような化合物の具体例としては、たとえば以下のものを挙
げることができる。２－ブロモヘキサデカン酸、２－ブロモヘプタデカン酸、２－ブロモ
オクタデカン酸、２－ブロモエイコサン酸、２－ブロモドコサン酸、２－ブロモテトラコ
サン酸、３－ブロモオクタデカン酸、３－ブロモエイコサン酸、２，３－ジブロモオクタ
デカン酸、２－フルオロドデカン酸、２－フルオロテトラデカン酸、２－フルオロヘキサ
デカン酸、２－フルオロオクタデカン酸、２－フルオロエイコサン酸、２－フルオロドコ
サン酸、２－ヨードヘキサデカン酸、２－ヨードオクタデカン酸、３－ヨードヘキサデカ
ン酸、３－ヨードオクタデカン酸、パーフルオロオクタデカン酸等。
【００７９】
脂肪族カルボン酸化合物としては、炭素鎖中にオキソ基を持つ炭素数１２以上の脂肪族基
を有する脂肪族カルボン酸化合物で、その少なくともα位、β位またはγ位の炭素がオキ
ソ基となっているものが用いられる。このような化合物の具体例としては、たとえば以下
のものを挙げることができる。２－オキソドデカン酸、２－オキソテトラデカン酸、２－
オキソヘキサデカン酸、２－オキソオクタデカン酸、２－オキソエイコサン酸、２－オキ
ソテトラコサン酸、３－オキソドデカン酸、３－オキソテトラデカン酸、３－オキソヘキ
サデカン酸、３－オキソオクタデカン酸、３－オキソエイコサン酸、３－オキソテトラコ
サン酸、４－オキソヘキサデカン酸、４－オキソオクタデカン酸、４－オキソドコサン酸
等。
【００８０】
脂肪族カルボン酸化合物としては、下記一般式（３）で表わされる二塩基酸が用いられる
。
【００８１】
【化３】

【００８２】
（ただし、Ｒ３は炭素数１２以上の脂肪族基を表わし、Ｘは酸素原子またはイオウ原子を
表わし、Ｘが酸素原子の場合はｎは１、またＸがイオウ原子の場合はｎは１または２を表
わす）
一般式（３）で表わされる二塩基酸の具体例としては、たとえば、以下のものが挙げられ
る。２－（ドデシルオキシ）こはく酸、２－（テトラデシルオキシ）こはく酸、２－（ヘ
キサデシルオキシ）こはく酸、２－（オクタデシルオキシ）こはく酸、２－（エイコシル
オキシ）こはく酸、２－（ドコシルオキシ）こはく酸、２－（テトラコシルオキシ）こは
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く酸、２－（ドデシルチオ）こはく酸、２－（テトラデシルチオ）こはく酸、２－（ヘキ
サデシルオキシ）こはく酸、２－（オクタデシルチオ）こはく酸、２－（エイコシルチオ
）こはく酸、２－（ドコシルチオ）こはく酸、２－（テトラコシルチオ）こはく酸、２－
（ドデシルジチオ）こはく酸、２－（テトラデシルジチオ）こはく酸、２－（ヘキサデシ
ルジチオ）こはく酸、２－（オクタデシルジチオ）こはく酸、２－（エイコシルジチオ）
こはく酸、２－（ドコシルジチオ）こはく酸、２－（テトラコシルジチオ）こはく酸等。
【００８３】
脂肪族カルボン酸化合物としては、下記一般式（４）で表わされる二塩基酸が用いられる
。
【００８４】
【化４】

【００８５】
（ただし、Ｒ４，Ｒ５，Ｒ６は水素又は脂肪族基を表わし、このうち少なくとも１つは炭
素数１２以上の脂肪族基である）
一般式（４）で表わされる二塩基酸の具体例としては、たとえば以下のものが挙げられる
。ドデシルこはく酸、トリデシルこはく酸、テトラデシルこはく酸、ペンタデシルこはく
酸、オクタデシルこはく酸、エイコシルこはく酸、ドコシルこはく酸、２，３－ジヘキサ
デシルこはく酸、２，３－ジオクタデシルこはく酸、２－メチル－３－ドデシルこはく酸
、２－メチル－３－テトラデシルこはく酸、２－メチル－３－ヘキサデシルこはく酸、２
－メチル－３－ドデシルこはく酸、２－エチル－３－ドデシルこはく酸、２－プロピル－
３－ドデシルこはく酸、２－オクチル－３－ヘキサデシルこはく酸、２－テトラデシル－
３－オクタデシルこはく酸等。
【００８６】
脂肪族カルボン酸化合物としては、下記一般式（５）で表わされる二塩基酸が用いられる
。
【００８７】
【化５】

【００８８】
（ただし、Ｒ７，Ｒ８は水素又は脂肪族基を表わし、このうち少なくとも１つは炭素数１
２以上の脂肪族基である）
一般式（５）で表わされる二塩基酸の具体例としては、たとえば以下のものが挙げられる
。ドデシルマロン酸、テトラデシルマロン酸、ヘキサデシルマロン酸、オクタデシルマロ
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ン酸、エイコシルマロン酸、ドコシルマロン酸、テトラコシルマロン酸、ジドデシルマロ
ン酸、ジテトラデシルマロン酸、ジヘキサデシルマロン酸、ジオクタデシルマロン酸、ジ
エイコシルマロン酸、ジドコシルマロン酸、メチルオクタデシルマロン酸、メチルエイコ
シルマロン酸、メチルドコシルマロン酸、メチルテトラコシルマロン酸、エチルオクタデ
シルマロン酸、エチルエイコシルマロン酸、エチルドコシルマロン酸、エチルテトラコシ
ルマロン酸等。
【００８９】
脂肪族カルボン酸化合物としては、下記一般式（６）で表わされる二塩基酸が用いられる
。
【００９０】
【化６】

【００９１】
（ただし、Ｒ９は炭素数１２以上の脂肪族基を表わし、ｎは０または１を表わし、ｍは１
，２または３を表わし、ｎが０の場合、ｍは２または３であり、ｎが１の場合はｍは１ま
たは２を表わす）
一般式（６）で表わされる二塩基酸の具体例としては、たとえば以下のものが挙げられる
。２－ドデシルグルタル酸、２－ヘキサデシルグルタル酸、２－オクタデシルグルタル酸
、２－エイコシルグルタル酸、２－ドコシルグルタル酸、２－ドデシルアジピン酸、２－
ペンタデシルアジピン酸、２－オクタデシルアジピン酸、２－エイコシルアジピン酸、２
－ドコシルアジピン酸等。
【００９２】
フェノール化合物としては、下記一般式（７）で表わされる化合物が用いられる。
【００９３】
【化７】

【００９４】
（ただし、Ｙは－Ｓ－，－Ｏ－，－ＣＯＮＨ－又は－ＣＯＯ－を表わし、Ｒ１０は炭素数
１２以上の脂肪族基を表わし、ｎは１，２または３の整数である）。一般式（７）で表わ
されるフェノール化合物の具体例としては、たとえば以下のものが挙げられる。ｐ－（ド
デシルチオ）フェノール、ｐ－（テトラデシルチオ）フェノール、ｐ－（ヘキサデシルチ
オ）フェノール、ｐ－（オクタデシルチオ）フェノール、ｐ－（エイコシルチオ）フェノ
ール、ｐ－（ドコシルチオ）フェノール、ｐ－（テトラコシルチオ）フェノール、ｐ－（
ドデシルオキシ）フェノール、ｐ－（テトラデシルオキシ）フェノール、ｐ－（ヘキサデ
シルオキシ）フェノール、ｐ－（オクタデシルオキシ）フェノール、ｐ－（エイコシルオ
キシ）フェノール、ｐ－（ドコシルオキシ）フェノール、ｐ－（テトラコシルオキシ）フ
ェノール、ｐ－ドデシルカルバモイルフェノール、ｐ－テトラデシルカルバモイルフェノ
ール、ｐ－ヘキサデシルカルバモイルフェノール、ｐ－オクタデシルカルバモイルフェノ
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ール、ｐ－エイコシルカルバモイルフェノール、ｐ－ドコシルカルバモイルフェノール、
ｐ－テトラコシルカルバモイルフェノール、没食子酸ヘキサデシルエステル、没食子酸オ
クタデシルエステル、没食子酸エイコシルエステル、没食子酸ドコシルエステル、没食子
酸テトラコシルエステル等。
なお、フォトクロミック化合物と相互作用を行う物質は電子受容性化合物だけとは限らず
、電子供与性化合物であっても構わない。
【００９５】
上記のように外部刺激による化学的相互作用によって、フォトクロミック化合物の吸収端
波長を可逆的に変化させることができるため、既存のフォトクロミック化合物を適宜選択
して用いることができる。このため、新規な開発等の費用を発生させることなく短時間、
かつ安価に可逆画像記録媒体が得られる。画像形成装置にとっても既存材料であることは
好ましい。
【００９６】
また、外部刺激を熱的刺激とすることにより、ヒートローラーなど安価で簡易な手段（部
品等）で刺激を与えることができ、フォトクロミック化合物の吸収端波長を変化させるこ
とが可能である。
【００９７】
本発明の可逆画像記録媒体の支持基板は、表面が白色であることが好ましいが用途に応じ
て着色していても構わない。また、支持基板は紙やフィルムなどの比較的薄い媒体が好ま
しいがこれに限定されない。
【００９８】
更に、本発明の可逆画像記録媒体の感光層表面には、保護層を形成することができる。フ
ォトクロミック化合物の劣化の原因としては、光化学反応中における酸素との結合などが
あるため、保護層によって大気を遮断すれば紫外光照射による感光層の劣化を防ぐことが
でき、耐久性が向上して繰り返し書き換えが可能になる。
保護層の材質としては、ポリビニルアルコール、ポリカーボネート、アクリル系樹脂など
の透明樹脂が望ましい。また、保護層の成膜方法としては、真空蒸着法、塗布法、スピン
コーティング法、ディッピング法あるいはキャスト法などを用いることができる。
【００９９】
【実施例】
以下、実施例により本発明を更に詳細に説明する。ただし、本発明はなんら実施例に限定
されるものではない。なお、実施例１～１０は前記第１の手段に係る実施例であり、実施
例１１～２０は前記第２の手段に係る実施例を示す。
【０１００】
実施例１
まず、フォトクロミック化合物として、フルギド系化合物である２－［１－（２－ｐ－フ
ルオロフェニル－５－メチル－４－オキサゾリル）ステアリリデン］－３－イソプロピリ
デンコハク酸無水物（以下ＰＣ１と略す）と、２－［１－（２，５－ジメチル－３－フリ
ル）エチリデン］－３－アダマンチリデンコハク酸無水物（以下ＰＣ２と略す）と、２－
［１－（２，５－ジメチル－１－フェニル－３－ピロリル）エチリデン］－３－イソプロ
ピリデンコハク酸無水物（以下ＰＣ３と略す）とをそれぞれ準備した。各化合物の光学特
性は次のようである。
ＰＣ１の消色状態の吸収端波長は４１０ｎｍであった。ＰＣ１のトルエン溶液に高圧水銀
灯の３６６ｎｍの輝線を照射したところ極大吸収波長は４６２ｎｍとなり、イエローを示
した。また、発色状態の吸収端波長は５６７ｎｍであった。
ＰＣ２の消色状態の吸収端波長は４１７ｎｍであった。ＰＣ２のトルエン溶液に高圧水銀
灯の３６６ｎｍの輝線を照射したところ極大吸収波長は５１８ｎｍとなり、マゼンタを示
した。また、発色状態の吸収端波長は６３５ｎｍであった。
ＰＣ３の消色状態の吸収端波長は４４７ｎｍであった。ＰＣ３のトルエン溶液に高圧水銀
灯の３６６ｎｍの輝線を照射したところ極大吸収波長は６１０ｎｍとなり、シアンを示し
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た。また、発色状態の吸収端波長は７２４ｎｍであった。
【０１０１】
ＰＣ１の消色状態の吸収端波長を可逆的に変化させるようにするため、ＰＣ１とドコシル
ホスホン酸を１：１０のモル比で混合し、混合した状態の物質（以下ＰＳ１と略す）が熱
処理温度により吸収端波長が変化するかどうか調べた。
その結果、１２０℃に加熱してから室温に冷却した状態では吸収端波長が３８０ｎｍ付近
にシフトすることが判った。その後、再び８０℃に加熱してから室温に冷却した状態では
吸収端波長が４１０ｎｍと元に戻り（ＰＣ１の消色状態の吸収端波長は４１０ｎｍ）、吸
収端波長を付与する温度の違いにより可逆的に変化出来ることを確認した。
【０１０２】
次に、上記ＰＳ１、ＰＣ２、ＰＣ３を各々ポリスチレン中に２０ｗｔ％分散させ、トルエ
ンに溶解させた溶液をそれぞれ調製した。なお、ＰＳ１はＰＣ１の濃度を基準にして２０
ｗｔ％となるように換算して調製した。
得られた溶液を用いて、白色ポリエチレンテレフタレート基板（厚さ１８８μｍ）上に、
ＰＳ１のトルエン溶液、ＰＣ２のトルエン溶液、ＰＣ３のトルエン溶液の順でブレード塗
布し、可逆画像記録媒体を作製した。各層の厚みは、約２μｍであった。以下、ＰＳ１を
含む感光層を感光層（Ａ）、ＰＣ２を含む感光層を感光層（Ｂ）、ＰＣ３を含む感光層を
感光層（Ｃ）と呼称する。
【０１０３】
実施例２
実施例１で作製した可逆画像記録媒体を用いて発色の実験を行った。まず、上記で得られ
た可逆画像記録媒体に外部刺激として１２０℃の加熱を施した後、室温に戻した。その後
、３９０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がブルーに呈色した。これは、照射部の感
光層（Ｂ）と感光層（Ｃ）が発色したためである。ＰＣ１の消色状態の吸収端波長４１０
ｎｍが、加熱によって３８０ｎｍに変化したことにより感光層（Ａ）は発色しない。
【０１０４】
比較例１
一方、実施例１においてドコシルホスホン酸を混合しないＰＣ１と、ＰＣ２、ＰＣ３を用
いて実施例１と同じ構成の可逆画像記録媒体を作製した。この媒体に対して実施例１と同
様に３９０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がブラックに呈色した。これは、３９０
ｎｍの波長に対して全ての感光層が発色したためである。この例の場合には、実施例１と
異なりＰＣ１の消色状態の吸収端波長が４１０ｎｍであるため、感光層（Ａ）も発色する
。
【０１０５】
比較例２
実施例１で作製した可逆画像記録媒体に対して、加熱処理を行わずに３９０ｎｍの紫外光
を照射したところ照射部がブラックに呈色した。これは、照射部の感光層（Ｂ）と感光層
（Ｃ）と同時に感光層（Ａ）も発色したためである。外部刺激が施されないため、ＰＣ１
の消色状態の吸収端波長が４１０ｎｍのままであり、感光層（Ａ）も発色する。
【０１０６】
実施例３
実施例１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後、
４２０ｎｍの近紫外光を照射したところ照射部がシアンに呈色した。これは、照射部の感
光層（Ｃ）のみが発色したためである。すなわち、消色状態の吸収波長が４２０ｎｍより
も短波長の感光層（Ａ）および感光層（Ｂ）は発色しない。
【０１０７】
実施例４
実施例１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後、
３６０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がブラックに呈色した。これは、全ての感光
層が発色したためである。すなわち、消色状態の吸収波長が３６０ｎｍよりも長波長の感
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光層（Ａ）、感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）は発色する。
【０１０８】
実施例５
実施例１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後、
３６０ｎｍの紫外光を照射したところ全ての感光層が発色し、ブラックに呈色した。ブラ
ックに呈色した部分に６５０ｎｍの可視光を照射したところ照射部がレッドになった。こ
れは、感光層（Ｃ）が消色反応を起こしたためである。すなわち、発色状態の吸収端波長
が６５０ｎｍよりも長波長の感光層（Ｃ）が消色し、感光層（Ａ）および感光層（Ｂ）が
発色した状態となる。
【０１０９】
実施例６
実施例１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後、
３６０ｎｍの紫外光を照射したところ全ての感光層が発色し、ブラックに呈色した。ブラ
ックに呈色した部分に６５０ｎｍおよび５８０ｎｍの可視光を照射したところ照射部がイ
エローになった。これは、感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）が消色反応を起こしたためで
ある。すなわち、発色状態の吸収端波長が５８０ｎｍよりも短波長の感光層（Ａ）のみ消
色せず、発色した状態のままである。
【０１１０】
実施例７
実施例１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後、
３６０ｎｍの紫外光を照射したところ全ての感光層が発色し、ブラックに呈色した。ブラ
ックに呈色した部分に６５０ｎｍおよび５８０ｎｍの可視光を照射したところ照射部がイ
エローになった。これは、感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）が消色反応を起こしたためで
ある（実施例６と同様）。更に、イエローに呈色した部分に４２０ｎｍの近紫外光を照射
したところグリーンに呈色した。これは、感光層（Ｃ）が発色したためである。すなわち
、消色状態の吸収端波長が感光層（Ｂ）よりも大きいため、感光層（Ｃ）のみ発色し、感
光層（Ａ）と感光層（Ｃ）とが発色した状態となる。
【０１１１】
実施例８
実施例１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後、
３９０ｎｍの紫外光を照射したところブルーに呈色した。これは、感光層（Ｂ）と感光層
（Ｃ）とが発色したためである。更に、ブルーに呈色した部分に６５０ｎｍの可視光を照
射したところ照射部がマゼンタになった。これは、感光層（Ｃ）が消色反応を起こしたた
めである。すなわち、発色状態の吸収端波長が６５０ｎｍよりも長波長の感光層（Ｃ）が
消色し、感光層（Ｂ）が発色した状態となる。
【０１１２】
実施例９
実施例２～８で光照射した可逆画像記録媒体に対して白色光を照射したところ感光層（Ａ
）、感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）が全て消色反応を起こして、元の白色状態に戻った
。
【０１１３】
実施例１０
実施例９で白色状態に戻した可逆画像記録媒体に対して、実施例２～９の操作を再びおこ
なったところ同様の色変化が起こり、書き換え記録ができた。
【０１１４】
実施例１１
実施例１と同じフォトクロミック化合物（ＰＣ１）、（ＰＣ２）および（ＰＣ３）を用い
た。従って、ＰＣ１、ＰＣ２およびＰＣ３それぞれの消色状態の吸収端波長、高圧水銀灯
（３６６ｎｍの輝線）照射による極大吸収波長、発色状態の吸収端波長は実施例１と同じ
である。
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また、実施例１同じようにＰＣ１の消色状態の吸収端波長を可逆的に変化させるようにす
るため、ＰＣ１とドコシルホスホン酸を１：１０のモル比で混合し混合した（以下ＰＳ１
と略す）。ＰＳ１の熱処理温度による吸収端波長の変化を確認した結果は実施例１と同じ
で、１２０℃に加熱してから室温に冷却した状態では吸収端波長が３８０ｎｍ付近にシフ
トすることを確認した。更に、８０℃に加熱してから室温に冷却した状態では吸収端波長
が元の４１０ｎｍに戻り、吸収端波長を印加温度の違いにより可逆的に変化できることを
確認した。
上記フォトクロミック化合物（ＰＳ１）、（ＰＣ２）および（ＰＣ３）を実施例１と同様
にして各々ポリスチレン中に２０ｗｔ％分散させ（ＰＳ１はＰＣ１の濃度に換算して）、
トルエンに溶解させた溶液を調製した。
【０１１５】
次に、上記３種類の各感光層間に介在させる紫外線吸収層用の一方の紫外線吸収剤として
、ベンゾトリアゾール系化合物である２－（２’－ヒドロキシ－５’－メタクリルオキシ
エチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール（以下ＵＶ４と略す）を用いた。ＵＶ４は
、３６０ｎｍ付近に吸収帯を有しており、吸収端波長は３９１ｎｍであった。このＵＶ４
の３０ｍｇをスチレン７０ｍｇとともにトルエン中に溶解させ、重合開始剤としてアゾビ
スイソブチロニトリルを少量加えた後に加熱して共重合体を得た。得られた共重合体をト
ルエン中に溶解させた溶液を調製した。
紫外線吸収層用の他方の紫外線吸収剤として、オリエント化学工業製のＢＯＮＡＳＯＲＢ
　ＵＡ－３９０１（以下ＵＶ５と略す）を用いた。ＵＶ５は、４１０ｎｍ付近に吸収帯を
有しており、吸収端波長は４２８ｎｍであった。ＵＶ５をポリスチレン中に５ｗｔ％分散
させトルエン中に溶解させた溶液を調製した。
【０１１６】
上記調製した各溶液を用いて、白色ポリエチレンテレフタレート基板（厚さ１８８μｍ）
上に、ＰＣ３のトルエン溶液、ＵＶ５のトルエン溶液、ＰＣ２のトルエン溶液、ＵＶ４の
トルエン溶液、ＰＳ１のトルエン溶液の順にブレード塗布して可逆画像記録媒体を作製し
た。各層の厚みは、約２μｍであった。以下、ＰＳ１を含む感光層を感光層（Ａ）、ＰＣ
２を含む感光層を感光層（Ｂ）、ＰＣ３を含む感光層を感光層（Ｃ）、ＵＶ４を含む紫外
線吸収層を紫外線吸収層（Ｄ）、ＵＶ５を含む紫外線吸収層を紫外線吸収層（Ｅ）と呼称
する。
【０１１７】
実施例１２
実施例１１で作製した可逆画像記録媒体を用いて発色の実験を行った。まず、上記で得ら
れた可逆画像記録媒体に外部刺激として１２０℃の加熱を施した後、室温に戻した。その
後、３９５ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がマゼンタに呈色した。これは、照射部
の感光層（Ｂ）が発色したためである。ＰＣ１の消色状態の吸収端波長４１０ｎｍが、加
熱によって３８０ｎｍに変化したことにより感光層（Ａ）は発色しない。
【０１１８】
比較例３
一方、実施例１１においてドコシルホスホン酸を混合しないＰＣ１と、ＰＣ２、ＰＣ３を
用いて実施例１１と同じ構成の可逆画像記録媒体を作製した。この媒体に対して３９５ｎ
ｍの紫外光を照射したところ照射部がレッドに呈色した。これは、３９５ｎｍの波長に対
して感光層（Ａ）と感光層（Ｂ）とが発色したためである。この場合には、実施例１１と
異なりＰＣ１の消色状態の吸収端波長が４１０ｎｍであるため、感光層（Ａ）も発色する
。
【０１１９】
比較例４
実施例１１で作製した可逆画像記録媒体に対して、加熱処理を行わずに３９５ｎｍの紫外
光を照射したところ照射部がレッドに呈色した。これは、照射部の感光層（Ｂ）と同時に
感光層（Ａ）も発色したためである。外部刺激が施されないため、ＰＣ１の消色状態の吸
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収端波長が４１０ｎｍのままであり、感光層（Ａ）も発色する。
【０１２０】
実施例１３
実施例１１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後
、４３０ｎｍの近紫外光を照射したところ照射部がシアンに呈色した。これは、照射部の
感光層（Ｃ）のみが発色したためである。すなわち、消色状態の紫外線吸収層（Ｅ）の吸
収端波長と感光層（Ｃ）との間の照射波長であるため、感光層（Ａ）および感光層（Ｂ）
は発色しない。
【０１２１】
実施例１４
実施例１１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後
、３６０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がイエローに呈色した。これは、照射部の
感光層（Ａ）のみが発色したためである。すなわち、照射波長が消色状態の紫外線吸収層
（Ｄ）の吸収端波長より短波長であるため感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）は発色しない
。
【０１２２】
実施例１５
実施例１１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後
、３６０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がイエローに呈色した。更に、同じ箇所に
３９５ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がレッドに変化した。すなわち、最終照射波
長が消色状態における紫外線吸収層（Ｄ）の吸収端波長と感光層（Ｂ）の吸収端波長との
間にあるため、感光層（Ｂ）が発色し、感光層（Ａ）および感光層（Ｂ）が発色した状態
となる。
【０１２３】
実施例１６
実施例１１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後
、３６０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がイエローに呈色した。更に、同じ箇所に
４３０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がグリーンに変化した。すなわち、最終照射
波長が消色状態における紫外線吸収層（Ｅ）の吸収端波長と感光層（Ｃ）の吸収端波長と
の間にあるため、感光層（Ｃ）が発色し、感光層（Ａ）および感光層（Ｃ）が発色した状
態となる。
【０１２４】
実施例１７
実施例１１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後
、３９５ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がマゼンタに呈色した。更に、同じ箇所に
４３０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がブルーに変化した。すなわち、最終照射波
長が消色状態における紫外線吸収層（Ｅ）の吸収端波長と感光層（Ｃ）の吸収端波長との
間にあるため、感光層（Ｃ）が発色し、感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）が発色した状態
となる。
【０１２５】
実施例１８
実施例１１で作製した可逆画像記録媒体を１２０℃に加熱してから室温に戻した。その後
、３６０ｎｍの紫外光を照射したところ照射部がイエローに呈色した。更に、同じ箇所に
３９５ｎｍの紫外光を照射したところ照射部が赤色に変化した。更にまた、同じ箇所に４
３０ｎｍの近紫外光を照射したところ照射部が黒色になった。すなわち、最終照射波長が
消色状態における紫外線吸収層（Ｅ）の吸収端波長と感光層（Ｃ）の吸収端波長との間に
あるため、感光層（Ｃ）が発色し、感光層（Ａ）、感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）が全
て発色した状態となる。
【０１２６】
実施例１９
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層（Ａ）、感光層（Ｂ）および感光層（Ｃ）が全て消色反応を起こして元の白色状態に戻
った。
【０１２７】
実施例２０
実施例１９で白色状態に戻した可逆画像記録媒体に対して、実施例１２～１８の操作を再
びおこなったところ同様の色変化が起こり、書き換え記録ができた。
【０１２８】
【発明の効果】
本発明の第１の手段である可逆画像記録媒体とその記録方法によれば、支持基板上に設け
られる３種類の感光層の内、少なくとも１種類の感光層は消色状態における吸収端波長が
外部刺激により可逆的に変化するようにしたことで、各感光層の吸収端波長を大きく分離
させることができる。これによって色調制御が容易となり、３種類の光（紫外光）で選択
的に感光層を発色させるとともに、可視光による記録の消去を組み合わせてカラー情報の
書込みを繰り返し可能とする。
本発明の第２の手段である可逆画像記録媒体とその記録方法によれば、第１の手段と同様
に支持基板上にけられる３種類の感光層の内、少なくとも１種類の感光層は消色状態にお
ける吸収端波長が外部刺激により可逆的に変化するようにされているため、各感光層の吸
収端波長が大きく分離され、色調制御が容易となって３種類の光（紫外光）で選択的に感
光層を発色させることが可能となる。更に、３種類の感光層間にそれぞれ紫外線吸収層が
介在されて設けられているため、各紫外光照射時に他の感光層へ感光させることなくそれ
ぞれのカラー情報の書込みが可能となる。また、可視光による消去を組み合わせてカラー
情報の書込みを繰り返し可能とする。
上記第１の手段および第２の手段における可逆画像記録媒体とその記録方法においては、
３原色を示すフォトクロミック化合物を用いることにより、フルカラー画像の記録が可能
となる。更に、フォトクロミック化合物と化学的相互作用を起こす化合物として長鎖アル
キル化合物を用いることにより、既存のフォトクロミック化合物を用いて吸収端波長を可
逆的に大きく変化させることが可能になる。また、外部刺激として熱的刺激が適用できる
ため、簡易で安価な手段により吸収端波長の変化を実現することができる。更にまた、感
光層表面上に表面保護層を設けることで紫外光照射に対する感光層の劣化を防ぎ、耐久性
が向上して書き換えの繰り返し回数を多くすることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】３種類の紫外光照射で画像形成を行う場合の画像形成未達成の例を説明するため
の各感光層の発色状態と消色状態での吸収スペクトルを示す模式図である。
【図２】本発明の第１手段の感光層に紫外光と可視光照射で画像形成を行う手順を説明す
るための各感光層の発色と消色状態での吸収スペクトルを示す模式図である。
【図３】本発明の第２手段の感光層に紫外光照射で画像形成を行う手順を説明するための
各感光層の発色と消色状態での吸収スペクトルを示す模式図である。
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